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平日・土：9:30～18:00
日・祝日：9:30～17:00
毎週木曜、毎月第4金曜日、
年末年始
宇土市立図書館 ☎(22)4512 図書館ホームページ 図書館LINE

開館時間

休館日

問い合わせ

一度は見たい定番スポットから知る人ぞ知る隠れ
た名所まで、全国の桜をエリア別にランキング形
式 で 紹 介する。全 国 の 花の 名 所18選も掲 載。
MAPを見ることができるQRコード付き。

日本桜絶景巡り
メディアソフト

一般向け

短い四角形と長い四角形を合わせると、帽子に。5
つの四角形を合わせると、車に。いろいろな色や
形の「しかく」がくっついて、いろいろなものに変
わっていき…。形をたのしみつつ、色や数字も学べ
る絵本。

しかくのえほん
よしい ひでと ／ 作

ニコモ

幼児向け 

ふしぎに思う雲のかたちには、どんな理由がある
のかな? ウマのつめのようなかたちをした「ばて
い雲」、くもそのものがなみうっているみたいな

「はとう雲」など、さまざまなかたちをした雲たち
を写真で紹介します。

ふしぎなくも
荒木 健太郎 ／ 文

金の星社

小学生低学年向け

5歳で読んだ「走れメロス」をきっかけに、内海集
司の人生は小説にささげられることになった。12
歳の時生涯の友と出会い、2人は小説家が住んで
いるというモジャ屋敷に潜り込む。その屋敷には
ある秘密があった…。

小説
野崎 まど ／ 著

講談社

一般向け

イスラエルについて
知っておきたい30のこと

30 Things to Know about Israel
早尾 貴紀 ／ 著

平凡社

イスラエルという国は何なのか? ユダヤ教とシオ
ニズム、ホロコーストの政治利用、欧米の植民地
主義、オスロ合意の欺瞞…。今起きている事態を
丁寧かつ批判的に考えるために必要不可欠な背
景解説を試みる。

中高生向け 

何がきっかけで世界に飛びだしたの? どんなこと
を考えながら世界の人々と接しているの? 片づけ
コンサルタント・近藤麻理恵、お笑い芸人・渡辺直
美など、世界で活躍する5人を紹介する。

世界で働く人に聞いてみた
なんで日本を飛びだしたの?　1 

WILLこども知育研究所 ／ 編著
金の星社

小学生高学年向け

5月

5/3～ 5/6の
GW期間中の開館時間は
9時30分～17時と

なります

入場は無料です。ぜひご来館ください。

「すてきな絵本を ありがとう」
多くの人に愛される本の創作に携わり、
2024年中にお亡くなりになられた絵本
作家の本を展示。

「たのしい絵本展」を開催します。

5月14日㈬～28日㈬
図書館 郷土資料室

日　時

場　所

絵本展
内容

装
飾
古
墳
の
メ
ッ
カ 

熊
本

　

今
か
ら
約
１
５
０
０
年
前
の
古
墳
時
代
、

地
域
を
治
め
た
首
長
の
墓
と
し
て
築ち

く

造ぞ
う

さ

れ
た
古
墳
の
中
に
は
、
石せ

き

室し
つ

の
壁
や
石せ

っ

棺か
ん

に
様
々
な
文
様
を
施
し
た
装
飾
古
墳
と
呼

ば
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

装
飾
古
墳
の
出
現
は
四
世
紀
終
わ
り
頃

で
、
八
代
海
沿
岸
地
域(

八
代
市
付
近)

で

発
生
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
全
国

で
７
６
５
基
の
装
飾
古
墳
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
分
布
の
中
心
は
九
州
で

あ
り
、
特
に
熊
本
県
や
福
岡
県
に
は
数
多

く
の
装
飾
古
墳
が
分
布
し
て
い
ま
す
。
中

で
も
熊
本
県
で
は
全
体
の
約
28
％
に
あ
た

る
２
１
２
基
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
全
国

一
の
分
布
数
を
誇
り
ま
す
。

　

宇
土
市
域
に
は
10
基
の
装
飾
古
墳
が
分

布
し
て
お
り
、
装
飾
古
墳
の
出
現
地
と
さ

れ
る
八
代
海
沿
岸
地
域
か
ら
伝で

ん

播ぱ

し
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

様
々
な
装
飾

　

古
墳
の
石
室
や
石
棺
に
装
飾
が
施
さ
れ

た
主
な
目
的
は
、
埋
葬
さ
れ
た
遺
体
に
集

ま
る
邪
悪
な
も
の
を
遠
ざ
け
る
魔ま

除よ

け
の

温
故
知
新 

～
う
と
学
だ
よ
り
～

問 

文
化
課 

文
化
係
☎（
23
）0
1
5
6

宇
土
の
装そ

う

飾し
ょ
く

古こ

墳ふ

ん

と
そ
の
特
徴

第 127 回

た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
装

飾
の
技
法
に
は
、
浮
彫
な
ど
で
立
体
的
に

表
現
す
る「
彫
刻
」や
、顔が

ん

料り
ょ
う

を
用
い
る「
彩

色
」、細
か
い
線
を
刻
む「
線
刻
」な
ど
の
種

類
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、最
も
早
く
出

現
し
た
の
が
彫
刻
で
す
。

　

五
世
紀
後
半
頃
か
ら
熊
本
を
中
心
に
直ち

ょ
っ

弧こ

文も
ん（
直
線
と
弧
線
の
組
み
合
わ
せ
）や
円え

ん

文も
ん

な
ど
、
抽ち

ゅ
う

象し
ょ
う

的て
き

な
文
様
を
持
つ
装
飾
が

多
く
見
ら
れ
、そ
の
後
に
人
や
動
物
、武
器

や
道
具
な
ど
の
具ぐ

象し
ょ
う

的て
き

な
装
飾
が
熊
本
・
福

岡
を
中
心
に
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　

彫
刻
の
次
に
現
れ
た
装
飾
が
、
彩
色
に

よ
る
も
の
で
す
。
彫
刻
の
上
か
ら
赤
色
顔

料
な
ど
で
彩
色
し
た
も
の
に
始
ま
り
、
や

が
て
彫
刻
を
し
な
い
彩
色
の
み
の
文
様
に

代
わ
り
ま
す
。
そ
の
他
、細
い
線
を
刻
む
線

刻
に
も
、彫
刻
と
同
じ
く
直
弧
文
や
円
文
、

船
な
ど
の
文
様
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
一
部
例
外
は
あ
り
ま
す
が
、

装
飾
の
種
類
は
、
彫
刻
か
ら
彩
色
へ
と
変

化
す
る
と
と
も
に
、
線
刻
が
施
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

宇
土
の
装
飾
古
墳

　

で
は
、宇
土
の
装
飾
古
墳
に
は
、ど
の
よ

う
な
特
徴
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
三
つ

の
古
墳(

ヤ
ン
ボ
シ
塚づ

か

古
墳〔
上
網
田
町
〕・

梅う
め

崎ざ
き

古
墳〔
笹
原
町
〕・
仮か

り

又ま
た

古
墳〔
恵
塚

町
〕)

を
例
に
挙
げ
て
考
え
て
み
ま
す
。

　

宇
土
で
最
も
古
い
装
飾
古
墳
は
、
ヤ
ン

ボ
シ
塚
古
墳（
五
世
紀
前
半
）で
、
石
室
内

に
立
て
ら
れ
た
石
障
と
呼
ば
れ
る
板
状
の

石
に
彫
刻
に
よ
る
円
文
が
施
さ
れ
て
い
ま

す(

下
写
真)

。
円
文
は
、文
字
ど
お
り
円
形

の
文
様
で
、
鏡
を
表
現
し
た
と
い
う
説
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、船
の
線
刻
も
確
認
で
き

ま
す
。
石
室
内
に
施
さ
れ
た
船
の
線
刻
と

し
て
は
、日
本
最
古
で
あ
り
、大
変
貴
重
な

も
の
で
す
。

　

梅
崎
古
墳（
七
世
紀
初
頭
）と
、
仮
又
古

墳（
七
世
紀
前
半
）に
は
、
石
室
内
壁
に
線

刻
で
多
数
の
船
の
装
飾
が
施
さ
れ
て
い
ま

す(

下
図)

。
多
く
の
船
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
た
船
団
を
表
し
て
い
る
と
い
う
説
や
、

初
め
に
埋
葬
さ
れ
た
人
の
後
か
ら
、
別
の

人
を
埋
葬
す
る「
追つ

い

葬そ
う

」を
行
う
た
び
に
船

を
描
き
足
し
て
い
っ
た
と
い
う
説
が
あ
り

ま
す
が
、
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
わ
か
っ

て
い
ま
せ
ん
。

　

宇
土
周
辺
の
装
飾
古
墳
の
特
徴
と
し
て

船
の
線
刻
が
多
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

梅
崎
古
墳
・
仮
又
古
墳
を
含
め
い
く
つ
か
実

例
が
あ
り
ま
す
。
船
の
装
飾
は
、被
葬
者
を

死
後
の
世
界
に
送
る
た
め
の
乗
り
物
と
し

て
描
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
宇

土
に
船
の
線
刻
が
多
い
理
由
と
し
て
、
古

墳
時
代
に
、
宇
土
の
馬ま

門か
ど

石
で
作
ら
れ
た

石
棺
が
船
で
輸
送
さ
れ
た
こ
と
と
関
係
が

あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
実
際
に
馬
門

石
製
石
棺
が
岡
山
や
近
畿
圏
の
有
力
豪
族

の
古
墳
で
複
数
発
見
さ
れ
て
お
り
、
石
棺

輸
送
に
用
い
ら
れ
た
船
が
描
か
れ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

梅崎古墳 ( 上 ) と
仮又古墳 ( 下 ) の線刻

ヤンボシ塚古墳に
施された装飾

円文

舟の線刻
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